
構成科目

88A226 共通 Introduction to qualitative research 1 冬学期 15 国際機構

1

春～夏学期 15 国際機構
サブプログラム「ハラールのためのサイエンス・

テクノロジー・イノベーション」を履修する場合

は必修

春～冬学期 45 国際機構

春～冬学期 45 国際機構

春～冬学期 45 国際機構

SDGsとアジア太平洋地域Z/Ⅱ

ラボスタディI

ラボスタディⅡ

ラボスタディⅢ

フィールドスタディI

フィールドスタディⅡ

フィールドスタディⅢ

インターンシップI

インターンシップⅡ

88B003 共通 1

春学期 15 国際機構
サブプログラム「ハラールのためのサイエンス・

テクノロジー・イノベーション」を履修する場合

は必修
88B002 共通 1

ハラーラン・トイーバンのためのテクノ
ロジー
ハラーラン・トイーバンのための製品と
サービスのイノベーション

88A215 共通 1

春～冬学期 45 国際機構88A214 共通 1

インターンシップⅢ

88A213 共通 1

春～冬学期 45 国際機構88A209 共通 1

88A208 共通 1

春～冬学期 45 国際機構88A207

共通 春～冬学期 45 国際機構

共通 春～冬学期 45

春～冬学期 45

*大阪大学ASEANキャンパス相手校及び連携機関一覧
https://www.osaka-u.ac.jp/en/international/action/asean

定員

年間時間
数

88A203

春～夏学期 15 国際機構

国際機構

国際機構

時間割
コード

授業科目名
単位数 開講学期

（4学期制）
開講部局(課程）

88A085/88A022 共通

備考

88A201

88A202 1

1

1

1共通

共通

履修資格・条件
 大学卒（分野は問わない）で、PSA（Practical Study Abroad・海外実習）に参加するために、相手国に渡航するため
の条件を満たしていること。

必修 選択選必

15 国際機構

特記事項
 当プログラムのすべての構成科目は英語で行われます。

88A086 共通 冬学期

前提知識の目安  特にない。このプログラムで得られる知見を将来的に自分の研究や仕事に生かす予定があることが望ましい。

アジア太平洋地域における健康と社会 1

６単位以上８単位以下

概要・目的

健康についての考え方は、「人間個人の肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされた状態」ということから変
化しつつある。例えば、文化的な背景の変化を原因としたスピリチュアルヘルス、人間と他の生物との関係性に着目したワンヘル
ス、そして気候変動など地球規模の健康を考えるプラネタリーヘルスといった健康枠組みである。このプログラムではこれらの健康
枠組みの変化を踏まえたうえで、日本と東南アジアを中心に社会課題としての健康課題について理解し、自分の研究と関連付けて課
題の解決について考察することを目的する。なお、このプログラムにはサブプログラムとして「ハラールのためのサイエンス・テク
ノロジー・イノベーション」を設ける。

到達目標
（修了時に身に付く能

力）

・健康枠組みとその変化に関して継続的に理解する能力。
・特定の健康課題について複数の健康枠組みを踏まえて理解する能力。
・特定の健康課題について自身の知見を用いて解決をデザインする能力。

カリキュラムの構成
（海外実習科目の実施

方法）

【必修科目】
「アジア太平洋地域における健康と社会」、「SDGsとアジア太平洋地域Ⅱ」、サブプログラム「ハラールのためのサイエンス・テク
ノロジー・イノベーション」の履修のためには、上の２科目に加えて、「ハラーラン・トイーバンのためのテクノロジー」、「ハ
ラーラン・トイーバンのための製品とサービスのイノベーション」を必修とする。
【選択必修科目】
　海外実習科目：「ラボスタディＩ，Ⅱ，Ⅲ」、「フィールドスタディＩ，Ⅱ，Ⅲ」、「インターンシップＩ，Ⅱ，Ⅲ」。
【選択科目】
  他

部局名 健康スポーツ科学教育研究環

　・大阪大学及び大阪大学ASEANキャンパス相手校*の大学院学生（タイ、インドネシア、ベトナム、ブルネイ、マレーシア、フィリ
ピン）
　・大阪大学ASEANキャンパス連携機関の大学院学生
　・日本及び大阪大学ASEANキャンパス設置国の社会人

実施責任者
(所属・職名・氏名)

健康スポーツ科学教育研究環・特任教授・中田　研

履修対象者
※該当項目以外を削除

修了要件

編成（幹事）部局

連携部局
薬学研究科、理学研究科、工学研究科、国際公共政策研究科、医学系研究科、医学系研究科(保)、連合小児発達学研究
科、国際機構

20名

Osaka University International Certificate Program編成計画書

プログラム名

和文 健康と社会

英文 Health and Society

2026年4月10日

区分 変更


